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昭
和
五
十
四
年
六
月
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四
日
提
出 

質

問

第

四

九

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

在
外
預
送
金
不
払
い
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
四
年
六
月
十
四
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

灘 
尾 

弘 

吉 

殿 

 

提 

出 
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柴 

田 

睦 

夫 

 

一 

 



 

閉
鎖
機
関
朝
鮮
銀
行
（
以
下
「
鮮
銀
」
と
い
う
。
）
及
び
同
台
湾
銀
行
（
以
下
「
台
銀
」
と
い
う
。
）
の
不
当
な
特
殊
清
算

に
よ
つ
て
両
行
が
、
在
外
預
送
金
者
の
預
送
金
八
十
五
億
円
を
十
分
の
一
な
い
し
百
分
の
一
と
い
う
不
当
な
換 

算
率
で
払
い
も
ど
す
こ
と
に
よ
つ
て
生
じ
た
残
余
財
産
で
第
二
会
社
を
設
立
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
在
外
預
送
金
不

払
い
問
題
」
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。 

一 

鮮
銀
及
び
台
銀
は
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
九
月
二
十
二
日
付
総
司
令
部
の
覚
書
で
閉
鎖
機
関
と
さ

れ
、
在
外
預
送
金
の
払
い
も
ど
し
が
停
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
数
次
に
わ
た
る
総
司
令
部
の
指
令
と
そ
れ
に
基

づ
く
閉
鎖
機
関
令
の
改
正
に
よ
つ
て
在
外
預
送
金
の
払
い
も
ど
し
が
可
能
に
な
つ
た
。
例
え
ば
、
昭
和
二
十
六

年
一
月
付
の
大
蔵
省
管
財
局
閉
鎖
機
関
管
理
委
員
会
の
「
閉
鎖
機
関
の
現
況
」
は
、「
昨
年
末
か
ら
、
こ
の
措
置

（
履
行
地
主
義
に
よ
る
清
算
）
は
、
内
外
人
平
等
の
立
場
を
害
す
る
と
い
う
司
令
部
の
強
い
意
向
が
あ
り
、
清
算 

 
在
外
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送
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不
払
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問
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三 

 



 

二 

両
行
の
特
殊
清
算
人
と
政
府
は
預
送
金
払
い
も
ど
し
の
た
め
の
具
体
的
な
措
置
を
何
ら
と
ら
な
か
つ
た
だ
け

で
な
く
、「
朝
鮮
銀
行
略
史
」
や
「
台
湾
銀
行
史
」
な
ど
に
よ
る
と
①
閉
鎖
機
関
の
特
殊
清
算
後
の
残
余
財
産
を

も
つ
て
第
二
会
社
を
設
立
す
る
。
②
残
余
財
産
の
一
部
を
納
付
金
及
び
清
算
諸
税
と
し
て
国
庫
へ
納
付
す
る
。

③
こ
れ
ら
の
金
を
捻
出
す
る
た
め
、
在
外
預
送
金
を
十
分
の
一
か
ら
百
分
の
一
の
換
算
率
で
切
り
下
げ
て
払
い

も
ど
す 
 

な
ど
の
計
画
を
立
て
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
同
三
十
一
年
に
か
け
て
一
連
の
閉
鎖
機
関
令
改
正
を

与
党
と
結
託
し
て
強
行
し
て
い
る
。
台
銀
の
大
株
主
の
一
人
で
あ
つ
た
小
笠
原
三
九
郎
氏
が
、
当
時
第
二
会
社 

方
式
の
改
革
に
関
し
て
指
令
さ
れ
た
。
そ
し
て
従
来
の
履
行
地
主
義
は
改
め
ら
れ
、
本
邦
内
店
舗
の
債
務
で
あ

れ
ば
、
履
行
地
及
び
発
生
地
の
ち
が
い
を
問
わ
ず
支
払
う
と
い
う
店
舗
主
義
に
切
り
替
え
る
べ
く
法
制
が
整
備

さ
れ
た
」
と
明
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
行
の
特
殊
清
算
人
と
こ
れ
を
指
揮
監
督
す
る
立
場

に
あ
つ
た
政
府
は
、
何
故
預
送
金
払
い
も
ど
し
の
た
め
の
具
体
的
な
措
置
を
講
じ
な
か
つ
た
の
か
、
そ
の
理
由

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

2 

納
付
金
や
営
業
税
を
含
む
清
算
諸
税
は
、
預
送
金
者
に
債
権
確
定
当
時
の
公
定
換
算
率(

一
対
一)

に
基
づ

い
て
正
当
に
払
い
も
ど
し
た
あ
と
の
残
余
財
産
か
ら
徴
収
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
何
故
こ
う
し
た
当
然
の 

1 

両
行
の
特
殊
清
算
の
結
果
鮮
銀
の
全
残
余
財
産
は
七
十
三
億
二
千
四
百
万
円
、
こ
の
う
ち
二
十
九
億
九
千

三
百
万
円
が
納
付
金
と
し
て
、
二
十
三
億
七
千
七
百
万
円
が
清
算
諸
税
と
し
て
国
庫
に
納
付
さ
れ
、
預
送
金

者
に
払
い
も
ど
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
八
億
円
余
に
し
か
す
ぎ
ず
、
残
金
は
日
本
不
動
産
銀
行
設
立
の
資
本
金

等
に
使
わ
れ
た
。
台
銀
の
場
合
、
全
残
余
財
産
は
二
十
三
億
千
四
百
万
円
、
こ
の
う
ち
九
億
五
千
百
万
円
が

納
付
金
と
し
て
、
六
億
六
千
九
百
万
円
が
清
算
諸
税
と
し
て
国
庫
に
納
付
さ
れ
、
預
送
金
者
に
支
払
わ
れ
た
の

は
二
億
円
余
で
、
残
金
は
株
式
会
社
日
本
貿
易
信
用
の
資
本
金
等
に
使
わ
れ
た 

 

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
間
違
い
な
い
か
。 

設
立
実
行
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、
ま
た
、
吉
田
内
閣
の
大
蔵
大
臣
と
し
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
法
改
正
で
終

始
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
記
録
で
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
具
体
的
に
た
ず
ね
る
。 五 

 



 

 

六 

措
置
を
講
じ
な
か
つ
た
の
か
。 

3 
納
付
金
及
び
清
算
諸
税
の
各
税
目
ご
と
の
徴
収
根
拠
法
令
と
計
算
式
を
示
さ
れ
た
い
。 

4 

在
外
預
送
金
払
い
も
ど
し
に
適
用
さ
れ
た
換
算
率
は
、
従
業
員
の
退
職
金
や
在
外
店
舗
の
債
務
を
含
む
そ

の
他
の
一
般
債
務
が
一
対
一
の
換
算
率
で
清
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
公
平
の
原
則
に
反
す
る
。
各

債
務
項
目
別
に
清
算
換
算
率
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

在
外
預
送
金
者
ら
は
、
日
本
債
券
信
用
銀
行
（
日
本
不
動
産
銀
行
の
後
身
）
や
株
式
会
社
日
貿
信
（
株
式
会
社

日
本
貿
易
信
用
の
後
身
）
を
相
手
ど
り
、
未
払
い
の
預
送
金
の
返
済
を
要
求
し
て
い
る
。
両
社
と
も
、
話
し
合

い
に
応
ず
る
構
え
を
み
せ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
件
は
閉
鎖
機
関
令
改
正
で
預
送
金
の
払
い
も
ど
し

が
可
能
に
な
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
の
具
体
的
措
置
を
も
講
じ
な
か
つ
た
政
府
の
態
度
に
も
起
因
す
る

問
題
で
も
あ
る
の
で
、
政
府
と
し
て
も
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


